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τ
効
臓
朝
駆
つ
孝
〉
翠
そ
講

碧
　
O
＝
亀
O
一
亀
V
＝
堪
曲

講
辮
難
　
　
　
　
　
　
灘

野
翫
轟
鰯
融
　
｝
書
慧
聾
那
覇
嚢
　
～

響
5
叢
つ
蟹
蜘
曽
　
脚
　
　
　
　
　
　
冬
春
一
＋
由
v
±
薩
融
　
r

禦
三
国
⑦
需
醸
璽
億
生
　
鯉
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
↓
瓢
甲
乙
言
書
…

繋
騰
櫛
騰
環
幽
閣
議
縷
剛
羅
講
選

難
韓
藍
繍
　
灘
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
　
　
　
　
　
〉
聖
覆
響
擢
⑦
難
Ψ

魁
騨
⑦
M
冒
諺
男
蟹
暮
暮
箪
渉
蜂

難
講
　
唾
耀
蟻
隅
田

織
糊
難
肇
国
幽
田
圃
講

撒
鐙
護
講
騒
騒
購
国
難
職

灘
難
購
灘
過

一
選
書
卑
詔
餌
⑦
歯
石
寒
σ
　
つ
峯
つ
田
二
号
瀦
轍
？
マ
“
騨

訓
薙
轟
噂
＝
卦
翼
み
暮
転
．
？
》
訓
±
訊
盈
守
一
一
¢
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

レ
　
》
ニ
ー
国
選
噸
鵡

浮
歩
潔
σ
￥
妥
噺
揺
噴
多
濠
彦

0
迎
魁
環
謬
》
聡
渤
劉
齪
薪
麗

￥
判
東
芝
藁
申
？
環
訓
簿
魏
“

⑦
艸
‡
二
重
マ
翠
つ
華
”
皐
瀦

毒
焔
Ψ
ズ
鰯
峯
X
つ
罪
。
活
暮

　
　
ふ

　
　
、
唱

コ
購
鰍
¢
溺
史
上
｝
劃
毅
一
撃
罫
与
⑦

宙
韓
‡
啄
丁
セ
辺
質
遮
焔
儲
ミ

つ
罪
ヘ
ユ
つ
華
言
望
鉱
囲
囲
￥

¢
迎
宿
箪
最
艸
‡
壷
咳
認
竣
0

罷
簸
ワ
ズ
幽
訓
⊆
τ
⑦
晦
婁
膨

’
q
望
轟
⑦
O
自
衛
響
4
動
｝
重
刷
⑦
￥
6
厚

X
鰹
躍
屡
則
、
亀
蜀
4
鼠
ψ
峯
》

㍊
朝
》
寒
劃
捗
⑦
身
つ
”
そ
絆

O
鋸
寧
焔
ユ
鍵
3
夕
磯
判
婁
躍

幽
⑦
鰍
蝋
漸
硝
隻
肛
管
▼
勲
q
噌
累
耐
4
つ

畢
蘭
皐
罷
簸
螂
Ψ
ズ
駆
轡
つ
峯

　
　
。
4
畢
唖
望
三
門
引
回
つ

灘一

c
＝
で
ミ
⇔
馴
6
噌
訓
悠
岬
2
扁
愚
蜜
⑦

曽
韓
⑦
虫
＝
貿
一
ユ
つ
離
開
尋

尋
￥
曽
艸
訓
コ
ミ
ユ
マ
望
4
上

灘
騒
騒
⑦
蕩
謬
璽
認
望
↓
彰
講

尋
年
聰
三
時
職
人
頃
丁
亀
轟
⑦

系
華
¢
山
添
瑠
鼎
猷
皐
魂
2
日

愈
黛
里
。
望
ユ
瑠
囲
￥
夏
2
郷

懸
盤
ゆ
望
翠
等
味
原
葦
⑦
榊
‡

4
望
鞍
》
⑦
望
唐
臼
”
Y
つ
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
。
夕
闇
華
》
鷺
コ
…
礪
蟹
週
そ
、

う
～
翠
つ
裏
｝
3
7
潔
翠
吸
剛
4
ユ
2
蕾
⑦

痔
迫
田
那
禦
叢
⑦
田
下
籠
慰
⑦

瀦
賢
Ψ
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幽
ユ
民
事
尋
￥
冒
、
亜
’

影
誹
寒
撃
製
ユ
つ
図
取
瞭
字
訓

訓
鴻
勢
曽
再
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羊
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頃
像
轟
貨

￥
咳
瀦
守
つ
串
櫻
壇
¢
￥
勲
鷺

ユ
つ
輩
¢
像
轟
二
更
⑦
凝
瑠
訓

罐
期
〒
コ
潔
つ
憲
．
図
表
禦
減
磁

塊
夢
4
争
“
燦
Ψ
懸
誹
抵
0
驕

多
膨
嫁
》
判
コ
隅
額
田
巌
9
費

、
そ
謀
つ
峯
つ
由
M
嵩
膨
頃
雪

■
㌣
↓
面
白
愚
心
V
￥
堅
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⑦
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四
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隊
士
藪
Ψ
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璽
》
麟
車
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ア
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騨
ω
壬
＝
貿
一
管
艸
㌣

面
覇
訓
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燭
　
」
　
　
　
ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

公
民
舘
ド
文
化
祭
審
査
報
告

水
野
彰
三

畷，刷㌦、
嘱
、
　
年
　
　
　
2
8
．
－
　
和
　
　
　
昭
隅
　
　
　
　
’
響
．
・

田
野
公
民
舘
文
化
祭
，
十
二
月
一
日
、
二
日
行
わ
れ
行
箏
ど
し
て
は
農
林
産
物
晶
騨
會
庸
心
匠
あ
っ
た
が
前
年
に
比
べ
、
樋
一
月
燈
歩
を
途
ザ
て
」
い
る
・
・

小
野
届
公
民
舘
文
化
祭
十
二
月
三
日
．
に
行
わ
れ
卒
均
耕
作
面
積
の
少
い
市
街
地
を
有
っ
て
い
る
地
域
の
特
性
を
よ
く
生
か
し
て
幽
玄
品
、
副
業
生
産
晶
に
特
攻
の
あ
る
農
林
産
物
品
評
會
が
行
わ
れ
た
昨
年
に
比
量
串
品
物
も
豊
富
で
あ
り
内
助
　
　
へ

’、

ｿ
な
い
と
思
わ
れ
乃
蓮
嚇
衝
忙
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
慧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
㌦
壌
　
　
　
　
：
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
へ
　
島
．
戸
　
　
’

，
　
　
　
レ
誰

蟻

ド

干
て
は
青
年
婦
人
の
協
力
は
繕

大
で
あ
る
が
行
癖
が
多
い
の
安

手
が
廻
り
粂
ね
た
檬
に
思
わ
れ

た
。
・

雁
瀬
公
民
舘
文
化
祭

十
一
月
二
十
一
日
よ
り
氏
紳
檬

の
祭
典
と
一
緒
忙
行
わ
れ
薦
瀬

、
へ

／一 @　、

て
い
な
逼
の
か
出
品
物
も
極
め

て
少
く
内
容
も
未
だ
充
分
と
は

云
い
得
な
い
の
で
今
後
舘
長
を

中
心
に
も
っ
と
公
、
民
舘
逼
動
の

趣
旨
の
徹
底
に
努
め
ら
れ
た
い

以
上
審
査
の
概
翼
を
述
べ
審
査
・

の
報
告
と
致
し
ま
す
。

議
会
報
告

　
東
郷
村
会
十
一
月
臨
時
議
会
は
十

　
一
月
六
日
と
同
月
三
十
口
一
の
二
圃
一

　
村
会
圃
場
に
招
集
さ
わ
会
期
は
離

　
後
三
日
間
に
亘
⑳
左
記
事
件
を
審

　
議
何
れ
も
原
案
ど
お
り
二
巴
し
た

　
麟
案
第
三
十
三
具
7
　
村
齎
四
二
の
亦
｛

出
国
虐
四
分
に
つ
い
て

　
　
本
件
は
予
て
懸
案
中
の
國
有
林
冠

　
　
ケ
岳
及
び
松
尾
緒
四
林
A
η
計
八
八
町

展　
　
丑
反
五
畝
玉
歩
と
村
宥
略
字
坪
谷

　
　
一
．
、
九
八
八
の
崔
、
一
五
六
町
七

晶　
　
反
一
畝
一
瓢
ハ
歩
の
交
換
に
必
翼
と

　
　
す
る
村
有
林
と
民
有
林
の
交
換
合

薮

’
　
筆
の
議
案
で
あ
り
原
案
ど
お
り
決

　
　
蝕
し
た
。
　
・
　
　
　
　
　
・

　
麟
案
第
三
十
四
号
　
國
有
林
と
村

學

が
他
に
誇
ち
明
治
初
年
頑
罵
言

の
阪
紳
取
引
の
締
を
作
っ
た
先

賢
の
遺
徳
を
恩
ぶ
商
肚
の
碑
の

．
顯
彰
式
る
併
せ
行
わ
れ
た
が
祭

・
典
と
競
合
し
た
工
め
か
畷
民
の

参
集
も
比
較
的
少
な
か
っ
た
三

夏
品
々
評
會
も
出
品
物
は
優
秀

で
あ
っ
た
が
出
晶
噸
数
は
前
年

に
比
べ
て
誠
に
淋
し
く
、
特
に

特
産
帽
瀬
炭
の
出
晶
の
少
い
の

は
残
念
で
あ
っ
た
。

．
有
林
と
の
交
換
に
つ
い
て
、

　
前
記
説
明
の
と
お
り
冠
ケ
岳
外
三
．

　
ケ
所
の
凹
篠
山
肩
林
と
村
由
亡
師
を
交
換

　
㌔
ア
る
畿
案
で
興
議
な
く
原
案
ど
お

　
ジ
電
決
確
窯
し
た

懸
案
第
三
十
葺
号
　
村
有
財
潅
の

取
得
に
つ
い
て

　
本
件
ご
十
八
嘩
慶
工
峯
と
し
て
目

　
下
襲
設
計
甕
中
で
あ
る
葉
郷
村
國

　
民
健
書
聖
醸
直
孫
診
療
所
遣
設
敬

　
’
塩
（
又
江
野
都
甲
益
三
郎
外
六
人

　
の
所
有
に
係
る
畑
地
面
積
二
反
二

誘
駕
翻
糟
裂
綴
砂

，
，
決
定
し
た

．
マ
㌔

～
‘
、
・
．

■

／讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∂

　
二
町
丑
反
歩
の
四
四
酌
二
’
∩
》
野
心
『
に

　
画
し
日
本
寡
口
公
髄
が
楠
を
麹
林

　
す
る
に
つ
き
地
上
権
設
電
の
叡
卿
約

　
を
な
す
の
麟
案
で
あ
り
麟
会
は
こ

　
の
議
決
に
つ
い
て
償
重
を
期
す
る

　
た
め
紬
務
部
委
員
会
に
付
託
休
会

　
中
も
継
続
審
蔑
を
な
さ
し
あ
十
一

’
月
§
十
日
の
臨
時
村
会
で
隙
案
ど

　
お
り
決
定
し
た

麟
案
第
三
十
八
号
　
利
子
補
給
及

び
損
失
補
償
箆
約
に
．
つ
い
て

本
件
本
影
の
台
風
第
二
昼
に
よ
る

被
脊
農
家
及
び
漁
訳
に
封
ず
る
甕
、

金
の
融
通
に
關
・
丁
る
特
別
措
…
置
法

　
に
基
ぐ
紹
費
養
金
の
融
養
に
付
て

縣
開
拓
生
麿
農
業
協
阿
組
合
話
合

会
と
村
と
の
間
に
契
約
を
し
て
村

内
開
拓
者
の
星
置
一
を
圃
ら
う
と
す

る
後
嗣
案
で
原
案
ど
お
り
決
電
し
た

騰
案
第
三
十
九
昼
　
昭
和
二
十
八

雫
度
東
郷
面
罵
民
健
康
保
験
事
業

勘
滝
登
珊
…
会
計
才
入
才
出
予
算
の

追
加
更
正
に
つ
い
て

麟
案
第
四
十
号
　
昭
和
二
十
八
準

　1雪

㌧

ゾ

腱
皐
郷
村
植
民
健
康
楳
験
直
誉
勝

療
断
施
設
勘
定
赫
加
会
計
才
画
才

．
山
予
算
の
占
卜
更
正
に
つ
い
て

　
右
二
件
と
ち
診
療
所
建
設
事
業
費

　
団
「
塵
甲
繍
…
助
額
一
の
決
足
と
工
凄
↑
設
計
…

　
の
確
足
に
伸
う
追
加
更
正
で
事
業

　
勘
定
に
お
い
て
は
口
入
才
田
共
に

　
増
こ
凋
な
く
た
だ
才
田
二
口
の
更
正
の

　
み
で
あ
り
診
療
所
加
設
勘
足
に
お

　
い
て
一
、
五
〇
六
、
　
一
、
九
四
円
を

　
遮
加
合
計
し
て
七
、
九
〇
八
、
・
二

　
三
三
円
を
認
め
原
案
ど
お
り
決
電

　
し
た

三
三
第
四
十
一
轡
昭
和
二
十
八
皐

野
業
郷
村
才
入
才
町
予
算
の
坦
加
、

更
E
に
つ
い
て

　
本
件
遭
跳
新
殴
改
良
費
並
に
耕
地

　
災
簿
門
復
旧
燈
【
玉
肌
の
他
寛
｝
郷
小
目
校

　
改
築
工
事
に
俘
う
必
翼
な
縄
費
等
・

　
の
迫
加
更
正
で
あ
り
縞
計
七
、
四

　
八
五
、
五
八
一
円
を
追
加
し
予
算

　
現
計
四
二
、
．
〇
五
七
、
三
一
二
円

　
を
認
め
原
案
ど
お
り
可
決
確
電
し

　
た

「
税
の
日
」
は
ど
れ
程

　
　
利
用
さ
れ
て
い
る
で
せ
う
か
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
別
第
三
＋
六
号
村
税
軽
四
微

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
川
例
の
一
遍
を
改
正
す
引
目
例
．

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@の

ｾ
躾
馨
の
三
遷
い
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
鄭
村
蕊
賦
課
疲
連
菌
例
（
昭
和
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

　　

@　

@
M
．
　
　
　
　
　
　
＼
　
＼
睡 既

に
御
承
知
の
通
り
毎
且
月
末

の
一
日
を
「
税
の
甘
」
に
定
め

役
場
職
員
全
員
に
よ
妬
出
張
微

牧
を
實
施
し
て
か
ら
早
く
も
三

回
目
の
コ
視
σ
ぼ
」
‘
が
二
部
ま

し
た
。
と
こ
ろ
で
よ
ズ
皆
盲
ん

か
ら
「
よ
い
割
註
だ
」
と
よ
ろ

こ
び
の
聾
を
聞
加
さ
れ
ま
す
が

獺
鰻
結
襲
撃
鑛
靴

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
　
　
實
施

し
た
三
回
の
「
税
の
・
　
④
・
實

鍵
臨
綴
晧
紳
鮎
漁

第
4
回
目
二
〇
一
、
．
〇
二
〇
圓

第
二
回
目
二
〇
〇
、
三
〇
Q
週

第
三
回
目
　
六
五
、
五
七
〇
ぼ

「
註
」
第
三
回
目
絃
各
部
落
共

　
氏
榊
の
祭
典
が
實
施
さ
れ
そ

　
の
都
度
税
務
課
全
員
で
徴
牧

　
に
出
た
の
で
「
税
の
日
」
の

　
徴
牧
を
省
嘱
し
た
部
落
も
あ

　
り
減
少
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
通
り
で
相
當
よ
い
成
績

を
煽
げ
て
い
る
事
が
判
り
ま
す

今
後
共
輔
贋
御
利
用
下
さ
る
檬

お
願
い
致
b
ま
す
。
・
　
（
了
）
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．
民
大
会
概
況
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こ
だ
ま
し
初
子
の
大
空
高
く
・
潔

き
渡
つ
悔
、
か
く
て
本
村
有
史

以
來
初
み
て
の
粒
民
望
會
は
緊

張
の
裡
に
終
っ
た
。

　
東
郷
小
学
校
二
三
、

工
事
碁
工
”
．

東
郷
小
雪
世
々
舎
は
老
朽
危
瞼
．

で
あ
る
た
め
改
．
築
の
要
に
迫
ら

れ
第
一
期
主
事
と
し
て
二
百
四

十
八
坪
を
昭
和
二
十
七
年
度
に

改
築
し
ま
し
た
が
引
急
き
第
二

期
工
事
と
し
て
本
年
度
に
施
行

す
る
ζ
と
に
決
定
。
・

舐バ一瀦略

蝦
強
鑛
襲
の
の
搬
鳥

錺
後
艶
驚
三
四

に
は
今
後
δ
工
事
が
順
調
に
漁
塀

飛
す
る
よ
う
一
段
の
御
協
九
を

願
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
．
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一
、
新
築
す
る
縫
舎

　
　
　
　
　
　
　
三
百
十
八
圷

　
二
、
竣
工
予
定
の
目
　
　
・
－

　
　
　
　
　
明
春
三
月
二
十
日

　
三
、
工
事
請
負
業
者

　
　
　
’
鶴
野
内
　
菊
池
輔
三
郎

　
縛
聾
の
村
直
営
病
院

　
が
て
き
ま
す

皆
遷
ん
誇
待
ち
か
ね
の
農
民

康
保
謹
直
螢
診
療
所
は
目
下
取

馳
要
道
路
盤
敷
地
の
整
地
中
で
す
、

が
左
肥
の
通
り
診
療
所
の
建
物

と
野
師
住
宅
の
建
築
工
事
忙
槽

塗
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
　
　
’
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・
記
　
　
　
　
一
脚
．

　
一
、
直
門
診
療
所
の
建
物
は

　
　
　
　
　
　
百
三
十
坪
二
丑

　
二
、
購
師
住
宅
は

　
　
　
　
十
八
坪
の
も
の
二
棟

　
三
、
工
事
請
負
者
は
・
　
し

　
　
　
　
　
　
日
向
市
見
玉
紘

　
四
、
竣
工
予
定
は

　
。
　
　
　
・
明
春
三
凋
二
十
叶
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緬
集
後
記

見
を
開
陳
、
愛
村
の
熱
情
よ
り
★
・
累
郷
余
日
嗣
ダ
ム
が
舞
し
三
三
．
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎎

駕
す
る
輔
語
一
語
火
を
噴
く
の
　
さ
る
れ
ば
そ
れ
は
京
郷
村
の
死
満

鞭
贔
齢
難
鰯
」
蟹
隈
鰍
編
艦
覇

書
い
て
ζ
の
大
禽
に
参
列
を
い
　
む
か
一
切
迫
感
が
起
ら
な
い
鮮
．

難
㈱
伽
網
羅
囎
鍵
難
騰
盤
，

本
願
出
身
代
議
士
か
ら
も
祝
電
　
　
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
F

が
よ
せ
ら
れ
た
。
　
、
　
　
　
　
舷
鳥
兎
耳
々
昭
和
二
十
八
年
鳥
鵜
．

難
篠
懸
讐

民
大
室
δ
萬
哉
が
三
二
さ
れ
支
　
　
に
し
よ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
濫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

村
民
の
熱
情
と
熱
と
力
㊧
恒
の
　
聾
情
け
し
轡
磁
の
瓶
の
大
撫
槻
“

た
萬
歳
の
聲
は
尾
鈴
の
蓮
　
、
ッ
、
　
　
　
　
　
　
　
（
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購
滑
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